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スマートに月面に降り立つ！！

小型機による月着陸実証計画

◆もっと詳しく知りたい人のために
http://www.isas.jaxa.jp/
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「降りたいところに着陸する」という技術が、今後の
月や惑星の探査に必要とされているよ。この技術を
実証するための月面着陸機が現在開発中なんだ。

日本で初めて月への
着陸を目指すんだって。

月面に狙いを定めて、
ピンポイントで着陸す
るっていう難しいこと
をするために、かなり
高性能なんだ。

地球からこんな
に離れたところ
でもピッタリ着陸
できるんだね。

とっても小さくて軽ーい
着陸機なんだ。

小さいのに機能は
たくさん詰まってい
るんだね。すごい！

軽量バッテリ 薄膜太陽電池

着陸衝撃吸収材

セラミックスラスタ

月面を撮影し位置を制御（画像照合航法）

もっと詳しく知りたい人は、ホームページもチェックしてみてね。
http://www.isas.jaxa.jp/home/slim/

着陸シミュ
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画像からクレータ抽出
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JAXAと様々な大学との連携で、

日本の最先端技術が使われる
予定だよ！
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  「かぐや」などの探査機が月を外側から調べまし
たが、表面の砂（レゴリス）を除いた下にある岩石の
性質、地下に水分があるか、あるいは月の内部の
構造がどうなっているかなどはよくわかっていませ
ん。 
 アポロ計画では月の石や砂を持ち帰りましたが、
調べたのは月の「海」と呼ばれる平らな場所に限ら
れています。将来、人が安全に月へ行くためには、
放射線環境や地盤などの環境調査も必要です。そ
して、長期間月面で暮らすためには、水などの利用
可能な資源がどこにどのくらいあるのか、調べておく
ことが必要です。月面に着陸し、詳しい観測をするこ
とが必要なのです。 
 着陸地点としては、南極、北極、大きなクレータの
内部、裏側（地球から見えない側）など、人類未踏の
場所を検討しています。 

最先端技術で月の謎に迫る 

月着陸探査計画 
計画中 

◆まだまだ分からないことだらけの月 

◆観測装置は？ 

以下のような観測装置の候補があります。 
広帯域地震計、熱流量計、電磁探査装置、レーザ測
距用リフレクタ、岩石研磨装置、掘削ドリル、分光カ
メラ、Ｘ線分光計、質量分析装置、中性子計測装置、
放射線線量計、地盤調査装置、ダスト計測装置、ハ
イビジョンカメラなど 

◆新たに開発する技術は？ 

 このような探査を実現するには、狙った場所に
高精度で着陸する技術、岩などの障害物を検知
して避ける技術が必要です。月面の細かいレゴリ
スの上を走るには、車輪に工夫が必要です。また、
激しい温度環境（+120度～-200度）やレゴリスか
ら装置を守る技術が必要です。観測装置を地面
に設置したり、岩石や砂を取り扱うロボットアーム
も必要です。また、地中の物質の観測を行うため
には、掘削ドリルが必要です。太陽電池が使えな
い夜に、低温の月面で観測装置を動かすために
は、徹底した断熱技術、省電力化技術、高効率の
蓄電池技術が必要です。 

遠くから見ては区別のつかないこれらの岩石を見分け、
月の地形がどのようにできたか推定します。 

月の地震波を観測して、月の内部の構造を推定します。 

断熱テントを使って 
昼と夜の温度変化を 
小さくします。 

*1:http://www.lpi.usra.edu/lunar/samples/    
*2:http://curator.jsc.nasa.gov/lunar/catalogs/ 

玄武岩  12002*1 
マグマが溶岩として噴出
し、地表で固まったもの 

斑レイ岩 76255*2 
マグマが地下深部で固ま
り、結晶が成長したもの 

角レキ岩 72275*1   
隕石衝突で粉砕された
岩石が集積したもの 

探査ローバを用いて移動
探査します。 

ロボットアームの
研究もしています。 
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人間が月や火星で活動する日はいつ？ 
 

有人宇宙探査計画について 

 月や火星、小惑星などの天体に人間が行って、
環境や岩・砂を詳しく調べることで、その天体がど
のようにできて、中がどうなっているのか、どんな
ふうに利用できるかを調べます。 
 人間が行けばロボットには難しい細かい作業や 
判断ができるようになります。また、宇宙飛行士 
がその目で実際に見て、感じたことをみんなに話 
してくれるでしょうし、持って行った超高解像度カ 
メラの映像を通して地上の皆さんもその様子を詳 
しく見ることができるでしょう。 

◆ 有人宇宙探査ってなに？ 

◆ 人が宇宙で活動するようになったら？ 

◆ たとえば、月に人間が行くには？ 

人が生きるための水や空気などのリサイクルが 
必要で、そのための設備の研究も進めていま 
す。また、月の土から水や空気を作れないかと 
いう研究も考えています。 
 それから電気も必要です。昼間は太陽電池を使っ
て発電ができますが、長い夜の間はそれが利用でき
ないので、燃料電池など電気を貯める方法を研究し
ています。また、月面を動き回る車や人間の活動を
助けるロボットなどの研究もしています。 
 私たちは、有人宇宙探査のためのさまざまな研究 
をしながら、NASAや世界の宇宙機関（14の国や地

域）の人たちと一緒に話し合いをして、国際協力で
探査計画を実現したいと考えています。 

ゆうじん うちゅう  たんさ  けいかく 

 月に人間が行くためにはまず大きなロケットや 
着陸機などが必要ですが、月で生活して活動す 
る設備も必要です。月は地球と全く違う環境で、 
空気や水がなく、昼間は約120℃まで熱くなり、 
夜は逆に約-150℃まで寒くなります。また宇宙 
放射線は地球上の200倍以上も降り注ぐ過酷な 
環境です。月の1日はとても長く、地球時間で言 
うと、昼は14日間、夜は14日間もあります。（注：

無人月探査に比べると、温度の変化の小さな月
面領域（日照時間の長い極地域など）で、有人月
探査を行うことが考えられています。） 
 このような環境から人間を守り、人間が活動 
するにはどうすればいいかも研究テーマです。 
月に持って行ける物資は限られていますので、 

 将来は、海外旅行に行くように宇宙旅行が楽しめ
るようになったり、宇宙ステーションや月にもたくさ 
んの人が生活していたりすることでしょう。 

2030年ごろ、君は何歳？ 

2010        2015          2020           2025        2030       2035      2040 （年） 

宇宙ステーション 地球近くの 
小惑星 

無人の月探査機で月の調査や、着陸・月面車のテストをします 

かぐや 月着陸探査 

国際宇宙ステーション 
  ※人が宇宙で生活できるようになりました。 

月 

有人探査の様子(ｲﾒｰｼﾞ) 

















JAXA男女共同参画推進室

◆もっと詳しく知りたい人のために
http://stage.tksc.jaxa.jp/geoffice/index.html

◆ 女性研究者をめぐる現状

日本は、第３期科学技術基本計画より女性研究者の採
用に関する数値目標を掲げ、その登用及び活躍促進を
進めており、女性研究者は年々増加傾向にあります。し
かし、その諸外国と比較すると割合が少ないです。

女性研究者の研究と出産・育児等との両立が困難であ
ること、研究者の業績評価に当たって、育児・介護に対
する配慮が不足していること等が課題です。

JAXAは文部科学省が推進する「女性研究者研究活動支

援事業」に2013年10月より参加、男女共同参画推進室を設

置して、子育てや介護の支援のための環境整備、個々人

の能力発揮を目指した研究開発力・マネージメント力・外部

資金獲得力の向上のためのサポートを行ってきました。

今回の企画では、女性研究者は勿論のこと、男女共同参

画で志を同じくする男性研究者も登壇します。女性も男性も

専門能力を蓄えながら社会に貢献し、充実した人生を送る

ことができるよう模索しています。その姿を通じて、会場の

皆様と、宇宙航空分野の夢を共有したいと考えています。

（1-8） 理工系職員が語る私の仕事

(出典) 文部科学省資料より

ＪＡＸＡは、２０１３年１０月に男女共同参画推進室を設置
しました。

男女ともに尊重し合い、能力を十分に発揮できる環境を
構築し、宇宙航空分野の活力を一層高めます。

次世代キャリア支援として、中高生・大学生・大学院生を
対象に、セミナー、カフェなどの交流イベントを通して、女
子学生の理工系キャリアへのチャレンジを支援します。

◆ 男女共同参画推進室って？

世界各国における
女性研究者の割合

◆ 室長から一言

JAXA男女共同参画推進室室長・杉田 尚子

JAXAの事業所は、業種・目的別に全国に広く展開し、体
制・働き方・職務が多様です。このため、ニーズ調査結果
に基づき、具体的な活動として、以下の取り組みを推進し
ています。

①安心して出産・子育て・介護を行える環境の整備

☆子育て・介護により研究活動が途絶えることのないよう
研究支援員を配置しています。

☆病児・病後児保育支援制度を試行し、子育てと就労の両立
を支援をしています。

②働き方の見直しによるワーク・ライフ・バランスの実現

☆職員にアンケート調査を実施し、働きやすい職場にするため
の制度改正に向けて取り組んでいます。

③研究者の研究開発力・組織マネージメント力の向上と
能力発揮

☆自分自身の仕事やキャリアについて、適切な助言を与える
JAXA内外の「メンター制」導入に向けて取り組んでいます。

☆研究開発力・マネジメント力向上のため、研究資金獲得の
セミナーの開催及び添削支援を行っています。

④女性研究者の採用・登用を拡大、意識啓発

☆数値目標に向けて意思決定過程へ参画し、計画的に取り組
んでいます。

☆意識啓発セミナーを開催します。

⑤女性ロールモデルの見える化と女子学生・院生
との交流機会の拡大

☆女子学生向けのイベントの開催、進路やキャリア形成の相談
をうけています。

☆ロールモデル集にてJAXA女性研究者の紹介をしています。
http://stage.tksc.jaxa.jp/geoffice/carrier/pdf/womenjaxa_2014.
pdf

⑥内外連携の推進、相互協力ネットワークの形成

☆JAXA内外の情報共有をはかり、協力体制を築いています。

◆ どんな取り組みをしているの？

2014.9.11「女性が拓く宇宙航空の夢と未来」

2015.7



問い合わせ先：ＪＡＸＡ男女共同参画推進室（KYODO-DANJO-JIMUKYOKU@jaxa.jp)

日時： 7/24(金)・7/25(土）12:00‐13:50 

7/24(金）登壇者紹介
①12:00‐12:15 JAXA男女共同参画推進室長 杉田尚子（すぎた なおこ）
1995年NASDA入社、国際契約、国際宇宙ステーション・地球観測の国際調整業務等に従事。米国での長期派遣研修、文部科学省を

経て、日本の宇宙政策史の研究で博士号を取得。現在は、国外の宇宙動向の調査分析業務と共に、男女共同参画を推進。

②12:15‐12:40 青山学院大学理工学部准教授 馬場 彩（ばんば あや）
博士課程修了後、理化学研究所基礎科学特別研究員、 日本学術振興会特別研究員、 アイルランド・ダブリン高等研究所シュレディン
ガーフェローを経て 2011年より現職。 X線天文衛星の開発・運用・データ解析に携わる。

③12:50‐13:15 ISAS熱・流体グループ 岩田 直子（いわた なおこ）
修士課程修了後、2007年JAXA就職。衛星の熱設計、熱制御材の研究開発に携わる。

④13:25‐13:50 JAXA調査国際部 小野田 勝美（おのだ まさみ）
1995年NASDA入社、計画管理部、ウィーン国連宇宙部派遣、地球観測推進部を経て 2003年退職。JAXA非常勤として小型衛星技術
移転に関わる傍ら、博士号取得、 2009年よりジュネーブ地球観測政府間会合（GEO)事務局科学技術官として地球観 測システム構築
の国際調整に携わる。2012年4月JAXAに復職し、航空プログラム 事業推進部を経て2012年11月より現職、米国及び多国間国際関係担当。

ミニ講演

「理工系職員が語る私の仕事と生活」
～理工系職員が自身の仕事・生活・キャリアについて語ります～

進路選択・職業選択の参考にされてください

平成27年度ＪＡＸＡ相模原キャンパス特別公開 会場：第一会場１階 ⑧

7/25(土）登壇者紹介
⑤12:00‐12:15 JAXA男女共同参画推進室長 杉田 尚子（すぎた なおこ）

⑥12:15‐12:40 理工系男性教職員による対談

☆ジオスペース探査衛星プロジェクトチーム サブマネージャ 中村 揚介（なかむら ようすけ）
2001年NASDA特別研究員、2004年経験者採用。マイクロラブサット、 東大阪衛星、小型実証衛星1型、4型の開発・プロジェクト
マネージャ等を経て、現在ジオスペース探査衛星プロジェクトサブマネージャ。

☆ISAS学際科学研究系助教 矢野 創（やの はじめ）
1999年ISAS着任。SFU、Leonid MAC、のぞみ、はやぶさ、IKAROS、 はやぶさ2、たんぽぽ、べピコロンボの機器開発・運用・データ解析
等に従事し、宇宙塵や小天体を通じた太陽系科学、アストロバイ オロジーを研究。2008年に教育職男性初の育児休業を取得。

☆はやぶさ２プロジェクトマネージャ 津田 雄一（つだ ゆういち）
専門は、宇宙探査機のシステム設計と軌道設計。「M‐Vロケット」の開発や、小 惑星探査機「はやぶさ」の運用に携わった。またソーラ

ーセイル宇宙船 「IKAROS」のサブチームリーダーとして、世界初のソーラーセイル技術の実現へと導いた。現在は昨年12月に打ち上
がった小惑星探査機「はやぶさ２」のプロジェクトマネージャ。

☆ISAS太陽系科学研究系助教 三谷 烈史（みたに たけふみ）
2007年 ISAS助手として採用。修士課程から宇宙研にいるが、理学の中で 分野を転々としている。現在はジオスペース探査衛星の
観測機器開発に専念している。

☆ISAS SE推進室 児子 健一郎 (にご けんいちろう)
学生時代をISASで過ごす。1999年NASDA就職。 きく8号姿勢制御系、柔構造衛星のダイナミクス同定と姿勢制御、 静止衛星用地球
センサ、姿勢系・ランデブドッキング系試験設備、 地球観測衛星の姿勢制御系・打上運用、 高精度静止観測衛星システムの基盤技
術の開発、科学衛星のシステムズエンジニアリング・初期検討支援を行う。

☆ISAS宇宙機応用工学研究系助教,探査ハブ併任 大槻 真嗣（おおつき まさつぐ）
2006年11月よりISAS宇宙探査工学研究系助手（現宇宙機応用工学研究系助教）、現在に至る。探査ロボットのシステムと要素技術

の研究開発、月着陸探査や火星 探査計画の立ち上げに取り組んでいる。イヤイヤ期と交戦中。

⑦12:50‐13:15 ISAS電子部品・デバイス・電源グループ 宮澤 優（みやざわ ゆう）
修士課程修了後、2012年JAXA就職。科学衛星の電源系機器開発、観測ロケットに携わる。

⑧13:25‐13:50 ISAS航法・誘導・制御グループ SE推進室研究開発部門 第一研究ユニット 廣瀬 史子（ひろせ ちかこ）
修士課程修了後、2004年JAXA就職。スペースデブリの観測・衝突解析等を行い、現在金星探査機「あかつき」の軌道計画に携わる。
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マイクロ波ビーム	

変電・送電	

パイロット信号	

海底ケーブル	

宇宙太陽光発電所と�
無線エネルギー伝送�

　宇宙太陽光発電(SSPS： Space Solar Power Station)とは、将来の実用化を目指して研究開発が進められて
いる新しい発電方式の一つです。 人工衛星の軌道上に広大な太陽電池を展開して、太陽光により電気エネ
ルギーを発電します。 従来の人工衛星と異なるのは、軌道上で発電されたエネルギーを地上に送電し、 既
存の電力網と同様に都市等へ供給する、市民のための発電所です。最大の特徴は、宇宙で発電したエネル
ギーをマイクロ波に変換して地上に無線送電する点です。マイクロ波は太陽光よりも大気を透過しやすい性質
を持っているため、天候に影響されず、 安定して電力を供給できるという特長があります。	

宇宙太陽光発電所は、環境にやさしいだけでなく、天候に左右されず、安定した
電気エネルギーを供給することができる未来の発電システムです。私たちは、こ
の発電所の実現を目指して、技術の確立やシステム検討などを行い、国内の
様々な研究機関と協力して日々研究に励んでいます。 

宇宙科学研究所　田中孝治准教授	  

地上から無人飛行機にエネルギーを送る 

宇宙から地上にエネルギーを届ける 

地上でエネルギーを変換する「レクテナ」	

	  
	

マイクロ波で送る電気を使って小型無人飛行機を飛ばす研究も行ってい
ます。飛行機の翼の裏に軽いレクテナを貼り付けて、地上からマイクロ
波を飛行機に集中して送ることで、電気を作り、プロペラを回して飛ばし
ます。 

	  
ｓ	

試作した 
送電アンテナ	

東京大学 小紫研究室	

宇宙科学研究所　田中研究室 
東洋大学　藤野研究室	

発電衛星	
田中研ホームページ　http://sps.isas.jaxa.jp	

小紫研ホームページ　http://www.kml.k.u-tokyo.ac.jp	

受電されたマイクロ波
を整流することで、直
流、及び交流の電気
に変換され、地上で
利用できます。	
　　　　　　　（藤野研）	

レクテナ	

小型無人飛行機	

マイクロ波	

送電アンテナ	

ホームページQRコード	  
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